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奈良市 氏 憲 章

車且"日，骨，品置と...い白血とすTれた士北適曜を

守号、占.に"もの民，車わLい目量と.り民生." 占

4 
.且"'車壷Oらく 車ち...量~'I.唐で、 Uヲらっと、
正"置いλ圃に竜町まc，う.
.且は再章め庄也、事ゐ担のLあわ世司企めι、，たがい
E圃けあいまld.
事由は噛車で干相担ま，.直行者にUあ止士><圃幅広圃
L量ld.
車圃凶め'"量ち...時凪量で、，匝と圃帽。とnた

軒ιい住みよい"づ{η岳c"ι う，

(編)(聾)(後)(記)

いよいよ3月、 「ぷら旬散>Jや「こん

屯白楓見つけた」 でも畳唱したように、悔

由花が間車、小島たちがさえずり耳iめ宜 L

<.事申訪れですね . 

3月といえば、卒業という別れ品以-x
yですが、 それ I~~ して終わりでは屯〈 、

一歩温んだ夜への拍車りでも串畠わけです.

「屯"みんだより」も昨年B月か色、

市民也みな害んにより観 しんでもら止品広

帽誌として 斬L‘ 2年目.迎止ょうと L

ています.己申 1年量制み台と Lて、専ら

ι充実 した、また、it!l..¥'広相誌とするよ
う野力してい青たいと思います.みなさん

田ご.見もお寄せくr事c'. m， 

晴 醐 印眠時 往印刷
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